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諭文要 旨
I-

(1)  

【1背 1景 1】高 1血圧 1症 1は 1本 1邦に 1おい 1て 1最も 1罹 1患 I率

の［高［い疾［患の［一つであり［、心［血管疾［患罹患 I及

び 1死亡 Iの重 1要な 1予 1見 1因 1子であ 1る 1。したが 1っ Iて

高 血 1圧発 1症予 1防は 1非常 1に 1重 1要な 1課 1題で 1あ 1る 1。

心拍数は測定に特別な装置や技術を要 な

生 I体 I情報 1であ 1るが 1、 I測 1定条件に 1よる変動 Iが I大

きいため、疫 1学 1の指標には 1適さ 1ないとさ Iれ Iて

き 1た 1。 1しか 1し心 1拍 1数 1と血 1圧 I. 肥 1満 I•高 1 イ I:.,, Iス

リン 1血 1症・ 1脂質 1代 1謝 1異常 1と 1の 1関連 1が示 1さ 1れ

また心血 1管疾 1患罹患 1及 1び 1死亡 Iとの 1関連 Iも 1指 1摘

されるに 1至り 1、 心 拍数 1の意義 1が注 1目さ 1れる 1ょ

うになっ 1た。 1本研究の 1目的は、 心 1拍数 1が血圧

ル進展お 1よび高血1圧発症の 1予 1見因子であ

る Iか Iを検討す Iる事であ 1る 1。 I I 
【方法】 1 9 I 9 7 年及 1び I2 I o o I o 年に沖 I縄 I県

総合保健協会人間ドックを受診した 5 9 2 3 

人 よ Iり 、心電 1図記録のな Iい 1者・高血 1圧、 1不整

脈 1及 1び心疾患 1を除外した I4 I 3 I 3 I 1 I人 1(I男 1性 I2 

8 2 1 3 人、 女 1性 1I 5 I o s 人、 1年 1齢 11191-1819

歳 ） につ Iいて 1解析 1を 1行った。対 1象者を心拍数

＊要旨は 3枚 (1200字以内）にまとめること。 (20 X 20) 



論文要 旨日― (2)  

に 1よ Iり I4 I分 1位に 1分|け|、 3I年間の 1血 1圧 Iレベ Iルの

進 l展及 び 1高血 1圧 1の発症 1と 1心 1拍 1数 1の 1関 1連 1を 1評 1価

し 1た 1。 1 I I I I I I I I I I 

【結 1果 1】 3I年 1間に 12 1 6 7 1人 Ic I 0 I・ I 2 I% I) I力1I高

血 1圧 1症 1を 1発 1症し 1た。心 1拍 1数 1群 1別 1の高 1血 1圧発 症

頻度は、 心拍数最 小の 4 分位より順に 4. 5 

%1, 161・ lsl%1, 161・ 1°1%1, 111・ 121%1と1心拍 1数

増 I加 1と伴 1に高 1頻 1度 1と 1なっ 1た <JpJ<IOI. 101015 

) I。 1年 1齢・ 1性・喫煙 I・ I飲酒・運動 1習 1慣で I補 I正

し た高血 1圧発 1症 1の 1オ IノIズ 1比 1は 1、心拍 1数最 I小 Iの

41分 1位 1を 1対照 1と 1すると、 1心拍 1数 1最大 1の I4 I分 I位

は 111・ 16161 (lpl<l0l・ l0l0 11) Iであっ 1た。 I更

に 1メ I夕 Iボ Iリ Iッ Iク I症 1候 1群 1・蛋白尿 1で補正 1した I後

で Iも 1、 I心 1拍数 1最 1大 1の I4 I分 1位高血 1圧 1発症の Iオ Iノ

ズ 1比は l1l・ l5l1I (lpl<l0I 0 0 5 |) と有

高 1かった。 1血圧レヘルの 1進 1展は 1 0 1 

21310101) Iに認 1めら 1れ 1fこ I。 心拍数群別の血

へIル Iの 1進展頻 1度 11ま 1、 I心 1拍数最 1小の 4 分位 1よ Iり

順 Iに 11191. 131%1, 12131, 3 % 1, 2 4 I ・ 3 I% I' 

2 I 6 I. I 2 I% Iと 1心 I拍 数とともに 1増大し 1た (Ip I < 

にまとめること。
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(3)  

0l・ l0l0l1151) 。|＇|〉、 1拍 1数 1最 1小 Iの I4 分 1位 1を対 I照

と 1し 111こ 1血 1圧 1レヘル 1進 1展の 1補 1正 1オ Iノ Iス、 1比 1は 1、 I心

拍 1数 1最 1大，の I4 分位 1で l1l・ l5l1J (lpl<l0l・ l0[0 

0 I 5 I) Iと［有意に高［か［つ Iた[。 1 I 
【結論】以上の結果から高心拍数は 高血圧

発 1症 1の 1予 1見 1因子で 1あ 1る 1と 1判 1断 1さ 1れ 1る 1。 1高血 1圧

症予防 1を 1考える I上 1で 1、 I心 1拍数 1を有効 1な 1指 1標 1の

つ Iとして考 1慮 1す Iへき 1と 1思 1わ 1れ 1る 1。|血 I圧 1は I正

常である が心 拍数が高値の症例は、 高 I血 I圧 I進

のリス クが 高いと認識し注意を払う必要 Iが

＊要旨は 3枚 (1200字以内）にまとめること。 (20 X 20) 



平成 20年 2 月（ 日

（別紙様式第 7号）

論文審 査結果の要旨

課程博

報告番号 I* 第

” 
号 氏名 井上卓

審 査日 平成 20年 2 月／日

I主査教授 土百 m 百ーハ
論文審 査委員

（論文題目）

Higher Heart Rate Predicts the Risk of Developing Hypertension in a Normotensive Screened Cohort 

（論文審査結果の要旨）

上記論文に関して、研究に至る背景と目的、研究内容、研究成果の意義と学術的水準についで慎

重に検討し、以下の審査結果を得た。

1.研究の背景と目的： 高血圧症は本邦において最も罹患率の高い疾患の一つであり、心血管

疾患罹患及び死亡の重要な予見因子である。従って高血圧発症予防は非常に重要な課題である。心

拍数は測定条件による変動が大きく、疫学研究の指標には適さないとされてきた。しかし心拍数と

血圧・肥満・代謝因子・心血管疾患罹患及び死亡との関連が指摘され、心拍数の意義が注目される

ようになった。心拍数が高血圧発症の予見因子であれば、費用対効果に優れた心血管疾患発症予防

を行うことが可能となる。しかし本邦において大規模コホートで心拍数と高血圧発症の関連を検討

した論文はない。そこで本研究は、心拍数と高血圧発症の関連を評価した。

2.研究内容： 1997年及び 2000年の両年に沖縄県総合保健協会人間ドックを受診した 4331

人（男性 2823人、女性 1508人、年齢 19-89歳）を解析の対象とし、 3年間の高血圧発症及び血

圧レベルの進展と心拍数の関連を評価した。 3年間の高血圧発症頻度は、心拍数最小の 4分位より

順に 4.5%,6:8%, 6.0%, 7.2% (p<0.005) と心拍数増加と伴に高頻度になった。年齢、性、生活

習慣で補正した高血圧発症のオッズ比は、心拍数最小の 4分位を対照とすると心拍数最大の 4分

位は 1.66(p<0.001)、更にメタボリック症候群・蛋白尿で補正した後でも 1.51(p<0.005) と有

意に高かった。血圧レベルの進展についても同様で、心拍数増加にともない血圧レベルの進展頻度

が高率となり、心拍数最大の 4分位の補正オッズ比は 1.51(p<0.0005) と有意に増大した。以上

の結果より、心拍数は高血圧発症および血圧レベル進展の有意な予見因子と考えられた。

3.研究成果の意義と学術的水準： 本研究は心拍数が他の因子とは独立して高血圧発症の予見

因子であることを、大規模コホートを用い本邦で初めて臨床的に報告したものである。高血圧の発

症予防は心血管疾患罹患及び死亡予防を考える上で最も重要な事項である。心拍数の測定は計測に

特別な装置や技術を必要としないため、大規模コホートでのスクリーニングの指標としては最適と

考えられる。このような簡便な指標が高血圧発症の予見因子であることを証明できた事は、心血管

疾患発症予防に大きく寄与するものであり、その研究成果は国際的に認められる高水準にあるもの

判断される。

以上により、本論文は学位授与に十分に値するものであると判断した。
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